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͡Ίʹ

ಛఆඇ営ར׆ಈ法人　大学コンソーシアム大阪
地域連携部会長　ਢݪ　ೋ

（大学　学長ࣉఱԦ࢛）

　「集え！大阪LoWFS　～出会い、地域で支え合い～」をテーマに開͞࠵Εͨ、地域連携学生フΥ
ーラム JO�OTBLB�2024ɻ本フΥーラムは、大学コンソーシアム大阪がओ͠࠵、地域ͱ連携ͨ͠ݚ
ていますɻ͠࠵ಈなどにऔりΉ学生の発表ͱ交流ଅ進をతに、ຖ年開׆ಈϘランティア׆ڀ
、ճのフΥーラムではࠓ　 6 大学の学生が、地域社会で࣮際にऔりんͩ 6 ͭのプロジΣクトを
発表͠まͨ͠ɻポスター発表では、発表者ͱ参加者が׆発にҙݟ交を行い、৽ͨな気ͮきをಘ
るػ会ͱなりまͨ͠ɻまͨ、後半の交流اըでは、2025年日本国際博覧会協会のํを͓টき
͠、大阪・関西万博をテーマに、若者ならではのࢹから׆発なٞがల開͞Εまͨ͠ɻ
　本フΥーラムの最大のಛは、学生がओ体ͱなってフΥーラムのاը・運営を行っている͜ͱ
ですɻࠓճは 6 大学 9 名の学生が、 5 か月ؒͱい͏長いؒظをかけて、ポスター発表、グルー
プワーク、そ͠て当日の運営・進行まで、全てをࣗ分ͨͪのखで࡞り্げまͨ͠ɻ学生ͨͪの
ҙͱੑ͋;Εる׆ಈに、৺からܟҙを表͠ますɻ
から՝ղࢹճのフΥーラムを通͡て、学生ͨͪは地域՝にରするཧղをਂΊ、ଟ༷なࠓ　
ܾにऔりΉ͜ͱのॏཁੑを学ͼ、まͨ地域社会の一員ͱ͠ての֮ࣗを৽ͨにͨ͜͠ͱͱࢥいま
すɻ
　本ใࠂॻには、֤発表のৄࡉ、学生ͨͪの׆ಈهがまͱΊらΕていますɻ͜Εらのใが
いできΕݙߩにݱ気͋;Εる地域社会の࣮׆ಈのώントͱなり、より一׆後の地域連携ࠓ
ですɻ
　最後に、本フΥーラムの開࠵に͋ͨり、ଟ大なる͝支ԉをࣀりまͨ͠関係֤Ґに৺よりँײਃ
্͠げますɻ

2024（令和 6 ）年12月
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地域連携 学生フォーラム in Osaka 2024
次　　第

◆日　時：2024（令和 6 ）年10月20日（日）10：00～16：30
◆会　場：�グランフロント大阪　北館タワーC　 8 階

ナレッジキャピタルカンファレンスルームタワーC　RoomC01＋C02
◆テーマ：集え！！大阪LOVER ～出会い、地域で支え合い～
◆スケジュール：

時　　間 内　　容

10：00～10：15 開会挨拶・趣旨説明・部会長挨拶・委員紹介

10：15～10：30 アイスブレイク

10：30～10：45 発表紹介（計 6 事業）

10：50～11：35

ポスター発表（前半）
・大阪経済大学
・大阪国際大学
・関西大学

11：35～13：05 昼食休憩・準備（～最大13：05まで）

13：05～13：50

ポスター発表（後半）
・大阪電気通信大学
・摂南大学
・桃山学院大学

14：00～14：10
・委員からの講評
・交流会の案内（学生運営メンバーより）
・小休憩

14：10～14：30
参加者交流会（学生運営メンバーによる進行）
・チーム分け
・アイスブレイク

14：30～16：30

ワークショップ「万博イメージってどんなの？」
・万博協会から万博に関する紹介
・ディスカッション「万博を若者に広げるには、何ができる？」
・全体発表
・表彰
・閉会挨拶
・写真撮影

◆参加者数：
発表学生　21名、学生参加者（ゼミ生、チームメンバーなど）　 9 名、
大学教職員（担当教員、事務担当者等）　 7 名、その他関係者（連携先関係者等）　 2 名、
一般観覧者　12名、大学コンソーシアム大阪 地域連携部会関係者　 5 名、
同コンソーシアム 事務局　 2 名、
公益社団法人2025年日本国際博覧会協会（ゲストスピーカー）　 2 名、
学生運営メンバー　 7 名 計67名
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学生ൃදᶃ
˙େࡁܦࡕେֶ　ܦӦֶ෦　ݹլ࡞ܟθϛ

ಈςʔϚ׆ ҟจԽަྲྀ͔ΒଟจԽڞçʙҬใڞ༗Ҭؔͮ͘Γʙ

׆ ಈ  ॴ 大阪ࢢ౦ཎ۠

࿈ ܞ ઌ ҆ੵᖤࣜגࢴ会社͞ま、国際ະདྷ学院͞ま

׆ ಈ ओ ମ 大阪経済大学　経営学部　ݹլ࡞ܟゼミ

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

般、֎国人の૿加がଓいている（令和ࠓ 2 年国ௐࠪ）ɻւ֎からのٕ࣮श生などؚΊ地域֎
国人ॅຽのํʑに͓いては、日本人の地域コミュχティͱはかかΘりのബいํʑଟいͱ͓いま
すɻそ͜に͓いてݒ೦͞Εる事の一ͭは、ੑٸۓのߴいใのೖखのज़で͋るかͱߟえますɻͨͱ
え、南ւトラフ地の発生֬がどんどん͘ߴなるࠓ、より一ݒ೦͞Εますɻ࣮際に、大阪北
部地を体۠ͨ͠ݧ内ॅࡏのཹ学生ͨͪが、ॅډ地域内のආॴをѲ͠て͓らͣ、は͡Ίて経ݧ
する地にύχックになっͨͱの͓͠を͓ௌき͠まͨ͠り、コロナՒでは、֎国にルーπの͋る
ํにͱって行αーϏスར༻のϋーυルがߴいͱい͏͓͠を͓ௌきͨ͠り͠まͨ͠（౦ཎ۠
ॴ地域՝͞まより）ɻΘͨͨͪ͠は、͜͏ͨ͠֎国にルーπの͋るํのใೖखのज़をڀݚௐࠪの出
発ͱ͠てするதで、֎国にルーπの͋るํがっͱっͱ参加͠てらえるよ͏な関係࡞り（ҟ
จԽ交流からଟจԽڞ）がඞਢͩͱ͡ײていますɻそ͜で、ࠓճのใࠂでは׆ಈのڌで͋る
大阪ࢢ౦ཎ۠の֎国人人ޱの૿加のಛをѲͨ͠͏えで、ҎԼの׆ಈをखֻかりͱ͠て、ҟ
จԽ交流、ଟจԽڞଘ、そ͠てҟจԽڞのಓےをߟえてࣔࠦͨ͠いͱ͓いますɻ

ù ɽؒܭը

˙2024年 5 月：ຳ໘ཱࢢଟจԽ交流ηンターインタϏュー๚
˙2024年 6 月：国際ະདྷ学院（౦ཎ۠日本ޠ学ߍ）͞まͱのୈ ø ճҟจԽ交流ミーティング

：҆ੵᖤࣜגࢴ会社（౦ཎ۠ا業）͞ま֎国人࿑ಇ者のํのインタϏュー๚
˙2024年 7 月：国際ະདྷ学院（౦ཎ۠日本ޠ学ߍ）͞まͱのୈ 2 ճҟจԽ交流ミーティング
˙2024年 8 月：かΈ͠んプラβ（౦ཎ۠）ҟจԽ交流αマーイϕント開࠵
˙2024年12月：かΈ͠んプラβ（౦ཎ۠）ҟจԽ交流ィンターイϕント開࠵༧ఆ

ú ɽ׆ಈՌ

˔ୈ23ճ日本地域ࡦ学会ポスターηッション発表（ԙ：ཾ୩大学）
˔҆ੵᖤࣜגࢴ会社（౦ཎ۠ا業）͞ま、国際ະདྷ学院（౦ཎ۠日本ޠ学ߍ）͞まͱのジョイ

ントҟจԽ交流αマーイϕント開࠵
˔ୈ3�ճ࣏ࣗ体学会ࣛࣇౡ大会ポスターηッション発表（ԙ：日ஔࢢதԝ公ຽ館）



4

û ɽ地域͔ΒͷධՁ

地域からでは͋りまͤんが、国際ະདྷ学院͞まからは、「ීஈ౦ཎ۠で生׆を͠ていて、地域の
ํͱͨ͠り、コミュχケーションをͱる͜ͱはཹ学生には؆୯な͜ͱでは͋りまͤんɻそんな学
生ͨͪにͱって、ࠓճのイϕントは地域のํͱ交流できるいいػ会ͱなりまͨ͠ɻ」ͱの評Ձをいͨ
ͩきまͨ͠ɻ

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

・ҟจԽ交流αマーイϕント BU かΈ͠んプラβ ʵ 4'国際（LoLVTBJmJSBJ�Dom）
IUUQT���LoLVTBJmJSBJ�Dom��F6��D�BB�F5�����6�F��B1��F��F7��5�C0�F6��6��7�F5��D
��6�F4�CB�B4�F6�C5��1�F3��2�C5�F3��3��F�F3��3�CD�F3��2�B4�F3��3����F3��
3�C3�F3��3����BU��F3��1��C�F3��1�CG�F3��1��7�F3��2��3�F3��3��7�F3��3�B��F
3��2�C6�

*で発表ʛ学部・大学院ʛ%"*,E「大会ژڀݚ学会全国ࡦୈ23ճ日本地域」ゼミ࡞ܟլݹ・
5oQJDTʛ大阪経済大学（oTBLB�VF�BD�KQ）

　IUUQT���XXX�oTBLB�VF�BD�KQ�UoQJDT�FEVDBUJoO�20240�05@2442�IUmM

ý ɽ׆ಈϝϯόー

経営学部 ú 年　ക本ਸ਼ر、Ԭాւ、Ԭߒଟ、த࠸、大西Ѫ、Լจࡊ、大լ༟ଠ、
্ྯ、ҏ౻ߤଠ、ాѪࢠ、ླ༎ଠ࿕、ాதل行、দాະདྷ、山ޱۭ、大୩ొ、
すΈΕ、ଜ߳Ӌ、ଜਖ਼、長Ӝஆ、პխݪࢢ

þɽ୲ڭһ

経営学部　教त　ݹլ࡞ܟ

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 大阪経済大学

ॴଐઌɾ৬໊ 経営学部　教त

ࢯ ໊ ࡞ܟլݹ

࿈བྷઌ
ి  06Ȃ632�Ȃ2431

ϝʔϧ L@LoHB!oTBLB�VF�BD�KQ
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Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ
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学生ൃදᶄ
˙େࡍࠃࡕେֶظେֶ෦　ӫཆֶՊ　ւᖒηϛφʔ

ಈςʔϚ׆ ʠ৯ʡΛͱ͓ͨ͠Ҭͱͷͭͳ͕Γ

׆ ಈ  ॴ कࢢޱ、真ࢢ

࿈ ܞ ઌ
कࢢޱ、真ࢢ、कཱࢢޱよͭ小学ߍ、कཱࢢޱ大ٱอத学ߍ、
+"北Տ内ঁੑ会

׆ ಈ ओ ମ 大阪国際大学ظ大学部ӫཆ学Պ　ւᖒηミナー

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

　大阪国際大学ظ大学部ӫཆ学Պは食ͱӫཆのスϖシャϦストで͋るӫཆ࢜をཆするػ関で͋
るɻʠ食ʡをͱ͓͠て༷ʑなܗでकࢢޱ、真ࢢをத৺ͱͨ͠大学ۙྡ地域で׆ಈを͓͜なっているɻ
தで、ւᖒηミナーでは、「キッチンαイΤンス」をऔりೖΕͨՊ学࣮ݧを༻いͨ食ҭͱ地域の
ಛ࢈で͋る真Εん͜んのレシピ開発に学生がऔりんでいるɻ͜Εまでに大学ۙྡの小学生を
ରに食食Ӵ生に関する࣮ݧイϕントをෳ数ճ࣮͠ࢪているɻまͨ、真Εん͜んにͭい
ては、࢈学連携のͱ࡞ࢼをॏͶ数छྨのΕん͜んྉཧを開発͠て、そのՌを2024年大阪で開
大学部ӫཆ学ՊظΕͨୈ1�ճ食ҭਪ進全国大会にて発表ͨ͠ɻҎ্のよ͏に、大阪国際大学͞࠵
ではʠ食ʡをͱ͓ͨ͠地域連携を͓͜なっているɻ

ù ɽؒܭը

ҎԼは2024年の計ըで͋るɻ
û 月～ 6 月　食を༻いͨࢠどけ࣮ݧのௐࠪ、اը、༧備࣮ݧなど、
　　　　　　真Εん͜んレシピ開発にணख
7 月　　　　地域࠵ڞイϕントでの࣮ݧの࣮ࢪ
7 月Ҏ߱　　真Εん͜んを༻いͨレシピの開発、食ҭイϕントの参加

ú ɽ׆ಈՌ

ʪ৯ҭʹؔ͢Δ׆ಈʫ
ʓ大阪国際大学ظ大学部ӫཆ学Պ地域࠵ڞイϕント（2022年Ҏ߱）

2022年　「Պ学ϋカη～食のෆٞࢥ～」
2023年　「;͠ ？͗？体ݧラϘ　～ࢠど博࢜になってͩ͘のࡊのൿີをΖ͏～」
2024年　「食のෆٞࢥなワクワク࣮ݧ」

ʓキッζキャンύス
2023年 8 月　「Նをָ͠͏！～ྫྷえͻえྫྷ٫ύックͱࢵ֎ઢチΣックブレスレットを࡞Ζ͏～」
2020年 ø 月　「ຯ֮の一िؒ　�ຯ֮のत業 �」

ʓ真ࢢ公ຽ連携キャϦア教ҭイϕント「ミライのシΰトE91O」
2023年 ø 月　「食の҆全にͭいてのクイζͱ࣮ݧ」
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ʪਅΕΜ͜Μʹؔ͢Δ׆ಈʫ
2023年10月　+"北Տ内の真தԝ支ళ（真ࢢ）ͱఉۼ支ళ（कࢢޱ）でのΕん͜んྉཧ教ࣨ
2023年11月　真ࢢ業まͭりに出ల
2024年 6 月　ୈ1�ճ食ҭਪ進全国大会でブース出ల

û ɽ地域͔ΒͷධՁ

真ࢢॴ ࢢຽจԽ部 地域ࡦ՝
͜Εまでӫཆ学Պ ւᖒηミナーでは、「真Εん͜ん」をっͨレシピを開発いͨͩき、ྉཧ教
ࣨを開͞࠵Εるなど、「食」の学ͼの場地域交流のػ会出に͝د༩いͨͩきまͨ͠ɻまͨ、ୈ
1�ճ食ҭਪ進全国大会では、真ࢢのಛ࢈で͋る「真Εん͜ん」و学ͱ本ࢢのॅຽͱの交流
連携࣮にͭいて、全国に͝紹介いͨͩき、にँײਃ্͠げますɻ

कཱࢢޱよͭ小学ߍ　ߍ長　ԣ山　ඒ߳
「Նをָ͠͏！～ྫྷえͻえྫྷ٫ύックͱࢵ֎ઢチΣックブレスレットをͭ͘Ζ͏～」では、࣮際に
説明をडけ、࡞する͜ͱでՊ学の ø ໘に৮Εる͜ͱができまͨ͠ɻՆのࣗ༝ڀݚのώントにな
りまͨ͠ɻ地域࠵ڞイϕントでは、学生͞んํが体ܕݧの食ҭイϕントをاը͠てͩ͘͞るͨΊ、小
学生にΘかりす͘、ָ͘͠׆ಈできますɻどͪらのاը、年ྸのۙいܑ͓͞ん、͓࢞͞んが༏
͘͠͠て͘Εるので、͠Έすい׆ಈですɻ

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

ӫཆ学Պ　ւᖒηミナーがୈ1�ճ食ҭਪ進全国大会でブース出లʕ地域連携による真Εん͜ん
を通࣮ͨ͡ફతな学ͼの発شʕ
　IUUQT���XXX�oJV�BD�KQ�oJD�SF�OFXT�BSDIJWFT�2024�06�20125��IUmM
2023真ࢢ業まͭりでӫཆ学Պւᖒηミナーが出ల
　IUUQT���XXX�oJV�BD�KQ�oJD�SF�OFXT�BSDIJWFT�2023�11�2�1135�IUmM
+"北Տ内ঁੑ会ʷӫཆ学Պւᖒηミナー ～学生メχュー開発による「Εん͜んྉཧ教ࣨ」～
　IUUQT���XXX�oJV�BD�KQ�oJD�SF�OFXT�BSDIJWFT�2023�11�201000�IUmM
ӫཆ学Պʷキッζキャンύス「Նをָ͠͏！～ྫྷえͻえྫྷ٫ύックͱࢵ֎ઢチΣックブレスレット
を࡞Ζ͏～」
　IUUQT���XXX�oJV�BD�KQ�oJD�SF�OFXT�BSDIJWFT�2023�0��251113�IUmM

ý ɽ׆ಈϝϯόー

大阪国際大学ظ大学部ӫཆ学Պ
ւᖒηミナー　 2 年࣍生（༗本ൕՖ、ܡѪ、ಙా͜͜Ζ　他）

þɽ୲ڭһ

大阪国際大学ظ大学部　ӫཆ学Պ　।教त　ւᖒ܆



8

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 大阪国際大学ظ大学部

ॴଐઌɾ৬໊ ӫཆ学Պ　।教त

ࢯ ໊ ւᖒ܆

࿈བྷઌ
ి  06Ȃ6�02Ȃ07�1

ϝʔϧ FCJTBXB!oJV�KQ

Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ
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ྉᶃࢿ
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ྉᶄࢿ
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学生ൃදᶅ
˙େؾిࡕ௨৴େֶ　ֶ෦　ᖒࣨڀݚ

ಈςʔϚ׆
߳ཬࡾҪஂχίχίͷσβΠϯϓϩδΣΫτ
ʜֶੜͱॅਓʹΑΔίϛϡχςΟڌඋʜ

׆ ಈ  ॴ ৸ࡾࢢҪがٰ

࿈ ܞ ઌ 大阪ॅڅڙ公社、৸ࢢ

׆ ಈ ओ ମ 大阪電気通信大学　学部　北ᖒࣨڀݚ

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

৸ࢢのۭきՈのをௐࠪする͜ͱを࢝Ίͨ時ظに、߳ཧࡾҪ団地のχコイチのプロジΣクト
をきっかけに、ۭきՈがཱͪ࢝Ίͨ団地に関Θる人ͨͪをসإに͠よ͏ͱ、χコχコのデβイン
プロジΣクトが࢝まっͨɻ
プロジΣクトのキーワーυを「Թނ৽」ͱઃఆ͠、 ø 年は「ݹきをͨͣͶ、団地をる」͜ͱ
で、ݐઃから50年が経աͨ͠団地のັྗをりܧঝするɻ 2 年は「৽͠きをり、団地で࣮ફす
る」͜ͱで、ݱのライフスタイルにରԠするॅまいをる͜ͱをඪͱ͠ているɻ ú 年は「
っͨ͜ͱを生か͠、Մੑを広げる」͜ͱで、ॅຽのํͱͱに団地のະདྷを۩ݱԽ͠てい͘͜ͱ
をඪͱ͠ているɻる͜ͱͱ࣮ફする͜ͱ、交流する͜ͱのαイクルを܁りฦす͜ͱで、時に
Ԡͨ͡औりΈを、ॅຽઢにཱって出དྷる͜ͱから࢝Ίよ͏ͱ͠ているɻ
そ͠てิॿ事業ओ体で͋る国交লͱ連携͠ながら、Φールυタ、ࢢ年Ҏ߱公社ͱ大学ͱ࣍
ンԽͨ֗͠にର͠ての৽͠い࠶生スキームをཱ֬͠てい͘ɻࠓ後は大学内ͩけでな͘地域のํͱ༷ʑ
な分体੍を広げていき、団地のχーζにԠえͨいͱߟえているɻ

ù ɽؒܭը

û 月　メンバーื集開࢝
5 月　集会ॴվमにけͨワークショップイϕント開࠵、
　　　イϕント時のアンケート集計
　　　デβイン案ܕの੍࡞、事後チラシの࡞
6 月　ワークショップイϕント݁Ռをडけ、
　　　ઃ計ͨ͠デβイン案ܕを集会ॴઃஔ・よりਫ਼を্げるͨΊのॅຽ͞んによるථ
7 月　Նイϕントにけͨاըߟ案
　　　イϕント時のアンケートߟ案
　　　デβイン案のཧٴͼ、集会ॴվम案の
8 月　Նイϕントࠂチラシ੍࡞・、
　　　Նイϕント「ࡾҪのࢥい出ԑ日」開࠵
9 月　事後チラシの੍࡞・、アンケート集計
10月　Նイϕントアンケートをडけ、׆ಈまͱΊ、
　　　ౙイϕントاըߟ案　団地全体のデβインఏ案
11月　ౙイϕント開࠵
12月　ՌまͱΊ
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ú ɽ׆ಈՌ

ͱฒ行͠、地域のՁをཧղ͠、そのಛをଚॏ͠ながらະདྷをڀݚཱͪの࢙は、֗のྺࡏݱ
えるɻアンケートイϕントを通͠てॅຽͱのコミュχケーションをਤるߟえる͏えでॏཁͩͱߟ
͜ͱは、ॅຽ͞んのをऔりೖΕͨ計ըをཱてるͨΊのوॏなखஈͩɻಛにࠓ年からは、ॅຽの
協ྗのෆՄܽな集会ॴվमを大෯に進Ίてきͨɻࠓまでڵຯを࣋ってらえるよ͏اըͨ͠イϕン
ト、վमにରするイϕントが૿えてきͨɻ
੨写真マスタープランͩけでな͘、ઃ計コンϖなどでഓっͨ৽な学生ఏ案は、༷ʑなࢹͱ
ྗによって団地のアップデートϦϊϕーションがよりଟ༷かͭັྗతになるͩΖ͏ͱߟえるɻ
国交লなどͱの連携は本プロジΣクトにܽかͤないので͋り、Φ、ࢢ、年Ҏ߱、公社大学࣍
ールυタンの࠶生スキームをཱ֬するͨΊには、ઐతなࣝϦソースを݁集する͜ͱがෆՄ
ܽで͋るɻ
͜͏ͨ͠औりΈによって、ྺ࢙͋る֗が৽ͨなଉਧをಘて、よりັྗతで࣋ଓՄな場ॴͱ͠て
生͠、ॅຽ͞んͱͱにཱ֬͠てい͘ɻ࠶

û ɽ地域͔ΒͷධՁ

最ॳはॅ人かららΕていないプロジΣクトで、イϕントを͠て࣏ࣗ会の員のํのΈの û 人の
参加者で͋っͨɻ͠か͠、チラシ広ใ׆ಈ・イϕントを܁りฦ͠てい͘͏ͪにプロジΣクトࣗ体
がগͣͭ͠ですがप͞Εてきͨͱ͡ײるɻ前ʑճのイϕントではओに集会ॴのվળをॅຽ͞ん
からฉき、「ڙࢠ若者がΉデβインってどんなんが͋る？」など一ॹにվम案をߟえていͨ
ͩいͨɻまͨ前ճのイϕントでは集会場のఏ案を൸࿐ͤ͞ていͨ時は「ָ͠そ͏」「ڙࢠがよΖ͜
ͼそ͏」「いす͘なりそ͏」などͱいっͨ͠خいをいͨͩいているɻ
͜Εらから、ॅຽͨͪにͱって地域交流のधཁが͋る͜ͱがΘかり、ͪͨࢲ学生がॅຽ同࢜のܨ
がりをஙׂ͘をՌͨͤるՄੑが͋るͱͨ͡ײɻ
ଓతに発ల͞ܧのデβインをڌ交流ڌのフΣーζは「団地での࣮ફ」ͱい͏͜ͱで、地域࣍
ͤていきͨいͱߟえているɻ

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

IUUQT���OJLoOJLo�EBODIJ�SFOoWBUJoO�Dom�

ý ɽ׆ಈϝϯόー

ங学Պ　学部ݐ学部 û 年　দԼঢ࢘
　　　　　　　　学部 ú 年　౻ࢬ和、ቌ支、小ஐ࡙、ᖛ࡚ࣣւ、ย山ޑՖ

þɽ୲ڭһ

।教त　北ᖒஉ　߈ஙઐݐ　ங・デβイン学部ݐ

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 大阪電気通信大学

ॴଐઌɾ৬໊ ।教त　߈ஙઐݐ　ங・デβイン学部ݐ

ࢯ ໊ 北ᖒஉ

࿈བྷઌ
ి  072Ȃ�24Ȃ1131

ϝʔϧ LJUB[BXB!oTBLBD�BD�KQ
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Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ
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学生ൃදᶆ
˙ؔେֶ　ࣇಐจԽ࣮ફαʔΫϧʮ͏ʯ

ಈςʔϚ׆ ͲͱؔΘΔϘϥϯςΟΞࢠ

׆ ಈ  ॴ 大阪ਧాࢢ

࿈ ܞ ઌ ਧాࢢ内の学ಐอҭ、ࣇಐ館など

׆ ಈ ओ ମ 関西大学ࣇಐจԽ࣮ફαークル「͏」

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

どͨͪͱ関ΘるϘランティアを͠てࢠ、ಐ館を๚͠ࣇ内に͋る学ಐอҭࢢは、ਧాͪͨࢲ　
いますɻ内༰ͱ͠ては、ϖープαートͱい͏人ܶܗ、ډࣳࢴ、ゲームを༻ҙ͠、ࢠどͨͪにָ
͠んでらえるよ͏なプログラムをఏ͠ڙていますɻ׆ಈ場ॴର年ྸ、人数にԠ͡てプログラ
ムを࿅って、ଟ͘のࢠどͨͪにָ͠んでらえる͜ͱを͠ࢦていますɻ
　学ಐอҭには、学ߍが͋るؒظのຖिਫ༵ޕ後に๚͠ていますɻ一ճの๚にͭき 5 ～10人΄
どが参加͠ますɻアポイントメントをऔるͱ͜Ζからࣗ分ͨͪで計ը͠、๚ຖに計ըॻを࡞、
ׂ分担を͠て担当をׂりৼり、࿅शにҠりますɻ本൪をఆͨ͠Ϧϋーαルを࣮͠ࢪ、লを౿ま
え、本൪ྟΈますɻ本൪は、ࢠどͨͪのϦアクション参ߟに͠ながら、ಋೖ、プログラム、ま
ͱΊの流Εで進行͠ますɻ本൪の前後には学ಐอҭࢦಋ員のํͱଧͪ合Θͤ、ৼりฦりを行い、よ
りྑいプログラムのఏڙにΊていますɻ

ù ɽؒܭը

û 月　৽ೖ生ܴΦϦΤンテーション、إ合Θͤ等
5 月　～ 7 月　学ಐอҭ๚（य़学ظ）
9 月　Ώいͽ͋Նࡇり　参加
10月　～12月　学ಐอҭ๚（ळ学ظ）
11月　学Ԃࡇ　出ళ
2 月　学ಐอҭ๚（ 2 ճ）
ú 月　৽ೖ生ܴ準備
˞ෆఆظでࣇಐ館などからのґཔ

ú ɽ׆ಈՌ

ࡐಈの一で、公ຽ館からのґཔをडけͨ͜ͱ͋りますɻ「4%(TプロジΣクト」ͱい͏、ഇ׆　
を༻͠て、ࢪઃの一֯にࢠどͨͪの憩いの場を࡞るͱい͏اըを行いまͨ͠ɻ ú 日ؒͱい͏
いؒظで、ݶり͋るഇࡐのதでどのよ͏に進Ίてい͘かࢼ行͠ޡࡨまͨ͠ɻࢠどͨͪにָ͠んで
らえるよ͏に、テーマをւのൿີج地に͠てऔりΈまͨ͠ɻϖットϘトルキャップでϘールプ
ールを࡞っͨり、ஈϘールを༻いてトンωルを࡞っͨり͠ていきまͨ͠ɻ小学生をରに࡞ってい
まͨ͠が、ະब学ࣇͨ͘͞んདྷるͱい͏͜ͱから、いҐஔからでϘールをసが͠て༡る
ΈをऔりೖΕまͨ͠ɻ͠てから一๚ΕてΈるͱ、ೕࣇͱで༡んでいͨり、ߍߴ生がڵ
ຯを࣋って͘Εͨりͱ、෯広いํにָ͘͠༡んでらえる͜ͱができまͨ͠ɻ4%(TプロジΣクトを
ୡする͜ͱで、ࢠどͨͪのসإを࡞る͜ͱができͨͱߟえていますɻࢪઃのํから評で、そ
ΕҎ߱、イϕントにݺんでいͨͩけるよ͏になりまͨ͠ɻ
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û ɽ地域͔ΒͷධՁ

　๚先の学ಐอҭでは、ࢦಋ員のํから「ࢠどͨͪが͏͞んがདྷるのをָ͠Έに͠ていͨ」ͱ
い͏͓をよ͘͠ていͨͩきますɻ࣮際、ࢠどͨͪは半年前に๚ͨ͠のにզʑの名前を֮えて
͓り、๚するにࢠどͨͪのҹにっている͜ͱがえますɻͪͨࢲのϖープαートを真ࣅ
͠て、ࢠどͨͪが࡞っͨͱい͏͓͋りまͨ͠ɻࢠどͨͪにͱっての、ָ͠いػ会ͮ͘りに
えますɻߟできているのではないかͱݙߩ

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

・͏公ࣜ*OTUBHSBm：
　IUUQT���XXX�JOTUBHSBm�Dom�VQV@QBO@QBOHV JHTI�BO'KB9"2.%#WD3/o�VUm@ToVSDF�RS
・͏公ࣜ9：IUUQT���Y�Dom�LV@VQV T�21�U�ODK,O:;C2H9�+/U"Z/M032

ý ɽ׆ಈϝϯόー

関西大学ࣇಐจԽ࣮ફαークル「͏」αークル員
ळ本Ֆӫ、西ᖒॳघ、ྛޭ一

þɽ୲ڭһ

จ学部　教त　ੁଜݰೋ

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 関西大学

ॴଐઌɾ৬໊ จ学部　૯合人จ学Պ　 ú 年

ࢯ ໊ ळ本Ֆӫ

࿈བྷઌ
ి  070Ȃ22�5Ȃ3515

ϝʔϧ 4IJmBSJTV�23!HmBJM�Dom
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Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ
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学生ൃදᶇ
˙ઁೆେֶ　ֶ෦　͢αΠμʔϓϩδΣΫτ

ಈςʔϚ׆ Ҭৼڵɾۀৼڵͷݙߩʹͭͳ͕Δ ýۀ࢈࣍ԽͷऔΓΈ

׆ ಈ  ॴ ຕํࢢ

࿈ ܞ ઌ ຕํࢢॴ 業ৼڵ՝、山ޱԂ

׆ ಈ ओ ମ 摂南大学学部すαイμープロジΣクト

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

本׆ಈは2021年より行なっているɻ
ຕํࢢਿ北ொには͘ݹから「す団地」ͱݺΕる地域が͋り、�0Bのなͩらかなٰྕ地に
100本のスϞϞのが২えらΕているɻ͠か͠、ࡏݱはഓՈがݮりଓけているɻ
2020年 û 月に開ઃͨ͠学部は、ຕํࢢͱの連携協ఆにͮجいて、ࢢのಛ࢈「す」の名
をߴΊるͨΊに加ҿྉの開発プロジΣクトを্ཱͪげͨɻ2021年11月には「すͪΌんαイμ
ー」を開発ͨ͠ɻຯࢎຯをௐ͠、߳ྉண৭ྉを༻ͤͣ、スϞϞ本དྷのຯをຯΘ͏͜ͱが
できるɻ
ຕํࢢの地域・業ৼڵに関Θる׆ಈを行ってい͘ɻ

ù ɽؒܭը

ø ）山ޱԂでのすऩ֭࡞業（ 6 月Լ०～ 7 月த०）
　　ᶃ山ޱԂでഓ͞ΕているスϞϞをऩ֭ͨ͠ɻ
　　ᶄऩ֭ͨ͠スϞϞのछऔりを行っͨɻ
2 ）山ޱԂスϞϞののႩఆ࡞業のิॿ（ ø 月～ 2 月）
ú ）「すͪΌんαイμー」ൢച（通年）
　　ᶃຕํࢢで開͞࠵Εる業イϕントにてൢചを行っͨɻ
　　ᶄ地域イϕントにてൢചを行っͨɻ

ú ɽ׆ಈՌ

ø ）ຕํࢢの;る͞ͱೲ੫ฦྱに࠾͞Εͨɻ
2 ）大阪࢈（ん）にొ͞Εͨɻ
ú ）ຕํཱࢢ山ాத学ߍ૯合త学शの時ؒでத学生 5 名からऔࡐをडけͨɻ
û ）「すͪΌんαイμー」は、発ചから ú 年でൢച本数が 2 万 5 ઍ本をえͨɻ
5 ）֤छイϕントでのൢചを行っͨɻ
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û ɽ地域͔ΒͷධՁ

　摂南大学ͱຕํࢢは、令和 ú 年 ú 月、݈߁・ҩྍ、業ৼٴڵͼ食等のଟ༷な分での連携、地
域の発లをతͱͨ͠แׅ連携協ఆをక݁͠まͨ͠ɻ͜の協ఆにͮجき、かͭて「す団地」ͱ
るਿ北地۠のすにண͠、学生ओ体のऔりΈͱ͠て「すތ内一をྔ࢈生ࡏݱ、Εݺ
αイμープロジΣクト」が্ཱͪげらΕ、ࢢͱڞ同ですͪΌんαイμーのԽが࣮͠ݱま
ͨ͠ɻすは「がૣい」ͱ͞Ε、長ؒظのอଘにద͠ていない他、৭ͭ等のݟөえにより一
般ではൢച͞Εないすଘ͠ࡏますɻ͜͏ͨ͠すなどからՌोをࡡऔ͠、 6 業Խにͭ࢈࣍
なげる͜ͱは、業者にͱって大ม༗益なऔりΈになりまͨ͠ɻ
かなΈの͋るすαイμーは、ࢢ、ࡏݱの;る͞ͱೲ੫のฦྱに࠾༻͞Ε、ࢢの1Rに
͠ݙߩていますɻプロジΣクトに参ը͞Εͨ学生のօ͞んが、ࠓճの経ݧを׆か͠、ࠓ後ੵۃ
తにチャレンジ͞Εる͜ͱをظ͠ていますɻ

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

摂南大学プレスϦϦース� IUUQT���XXX�TFUTVOBO�BD�KQ�GJMFT�Oo2115�QEG
すͪ Όんαイμー（ͻらいΖ）� IUUQT���IJSBJSo�Dom�TIoQ�EFUBJMô27311
大阪࢈（ん）� IUUQT���oTBLB�moO�oSH�DommoEJUZ�1070

ý ɽ׆ಈϝϯόー

Ԃܳ۞ָ部ʞ২食ʟ準備会
（表：学部業生࢈学Պ ú 年٢本ࢤޛ、࡙、学ڀݚՊ ø 年Ҫ্ྋฏ）
学部Ԡ༻生Պ学Պ　学生༗ࢤ
学部食ӫཆՊ　学生༗ࢤ
学部食Ϗジωス学Պ　学生༗ࢤ 計40名

þɽ୲ڭһ

業生࢈学Պ　講ࢣ� 北ଜ༞人
Ԡ༻生Պ学Պ　ॿ教� প本　ึ
食ӫཆ学Պ　教त� 山ాಙ広
食Ϗジωス学Պ　।教त� த௩՚ಸ

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 摂南大学

ॴଐઌɾ৬໊ 学部事務ࣨ・ࣨ長

ࢯ ໊ 国分೭ี

࿈བྷઌ
ి  072Ȃ��6Ȃ6000

ϝʔϧ ,O,6#6�'VTBOoTVLFˏ KoTIo�BD�KQ



19

Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ

͢ऩ֭ɾछऔΓۀ࡞

ͪ͢ΌΜαΠμʔൢച
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学生ൃදᶈ
˙౧ֶࢁӃେֶ　ࣾձֶ෦　ιʔγϟϧσβΠϯֶՊ

ಈςʔϚ׆ ίϛϡχςΟͷྠͷग़

׆ ಈ  ॴ 大阪大阪ాן٢۠ॅࢢ û ஸ ú Ȃ�

࿈ ܞ ઌ 社会ࢱ法人　࢛Ը学Ԃ

׆ ಈ ओ ମ 桃山学院大学　社会学部　ソーシャルデβイン学Պ

ø ɽ׆ಈ֓ཁ

ΊらٻԸ学Ԃͱ、当時のコロナՒに͓いて࢛いͨ͠ࢦ生をڞΊͨきっかけは地域ͱの࢝ಈを׆　
Εͨ学生にͱっての࣮ફの場の出を2022、͠ࢦ年に׆ಈを開ͨ࢝͠ɻ
　ओな׆ಈ内༰ͱ͠ては地域のコミュχティカフΣͱ4)"RE 5"#*を行なっているɻ
　コミュχティカフΣは月に一開͠࠵、計ըから運営まで全て学生ओ体でऔりんでいるɻまͨ、
、અに合Θͤͨイϕントを行いق 7 月にはՆࡇりを開͠࠵、ීஈのカフΣにプラス͠てを開き、
ୡの༡ͼの場を૿ͨ͠ɻڙࢠ
　まͨ、4)"RE 5"#*ͱはコロナՒで֎出੍ݶが͞Εていͨྸߴ者にࢥい出の地をい、Θりに
学生が撮影͠に行き、ಈըをฤ集͠、࣮際にその場に行っͨよ͏な֮ײをຯΘってら͏׆ಈで͋
るɻまͨ、そのಈըをよりϦアルに͡ײていͨͩͨ͘ΊにVRをい、ྸߴ者ͱ学生のࢥい出をシΣ
アする׆ಈで͋るɻ

ù ɽؒܭը

༧ఆ月ࢪ࣮
ø 月～ 6 月　コミュχティカフΣの運営
7 月　　　　Նࡇりイϕント
8 月～ 9 月　コミュχティカフΣの運営
10月　　　　ϋロィンイϕント
11月　　　　コミュχティカフΣの運営
12月　　　　ͭきイϕント

（年に 2 ճ、ྸߴ者のٖ֎出ʦ4)"RE 5"#*ʧの運営）

ú ɽ׆ಈՌ

2022年 日本経済৽ฉࡌܝ
2023年 Ѫඤ৽ฉࡌܝ
2023年 /),ߴ/FXT 8FCテレϏ์ૹ
2023年 /),૯合΄っͱ関西์ૹ
2023年 ࢈経৽ฉࡌܝ
2024年 ୈ一ճ社会ࢱ学生ώーローζड：社会ࢱ法人全国社会ࢱ協ٞ会 全国社会ࢱ法

人経営者協ٞ会ओ࠵
2022年、2023年 大学表彰
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û ɽ地域͔ΒͷධՁ

ಈ内で行っͨアンケートのճからൈਮ׆
・Ϙランティアの学生͞んのରԠのよ͞にײ৺͠ていますɻ（ঁੑ　70～）
・アットϗームなงғ気でډ৺地よ͘、ڙࢠͱར༻͠て҆৺͠てར༻できるのでͱて͠خい

ですɻ（ঁੑ　30）
・（�4ࡀ）がҎ前よりっていますが、͜んなにかͩͱはりまͤんでͨ͠ɻ若いํʑがス

タッフで༏͠いֻけを͠ていͨͩき、΄んͱに͋りがͨ͘ࢥいますɻ介ޢೝఆをडけデイαー
Ϗスに参加ͤ͞ていͨͩきͨいͱࢥいまͨ͠ɻ（ঁੑ　60ࡀҎ্）

・若いํʑが͘͞͠͠ていͨͩきྸߴの者には͠てらっͨり、ָ͠い時ؒをա͝͠てい
ますɻなͭか͠い人に出会っͨり月一ճですがͪԕ͠いですɻ（ঁੑ　70～）

ü ɽߟࢀ 8&# αΠτ

インスタグラム
'*ORE*̡ コミュχティ出 （r!GJoSFJ@2022）・*OTUBHSBm写真ͱಈը
　IUUQT���XXX�JOTUBHSBm�Dom�GJoSFJ@2022�
社会ࢱ)ERO’T、社会ࢱ学生ώーローζ
　IUUQ���XXX�TIBGVLV�IFSoT�Dom�OFXT�HBLVTFJIFSoTô2023�
　/E84ߴ,(/ 8E#
　IUUQT���XXX3�OIL�oS�KQ�MOFXT�LoDIJ�20231203��01001�320�IUmM

ý ɽ׆ಈϝϯόー

社会学部ソーシャルデβイン学Պ ú 年
Լ西๖ҥ・西ࠫࡊ・ງాѪ།・ؙ山日生・ؠཅ和・࡚ۚりん・ాଜ༏・ᖛాխ人・ۚ୩౮ཬ・
西ᰜଡ・࠼ాࣉ人・ถాཛྷ
その他4�名（ソーシャルデβイン学Պ ø ～ û 年）

þɽ୲ڭһ

社会学部　।教त　南༑ೋ

ÿ ɽຊ׆ಈʹؔ͢Δ連བྷઌ

େ ֶ ໊ 桃山学院大学

ॴଐઌɾ৬໊ 社会学部　ソーシャルデβイン学Պ　 ú 年

ࢯ ໊ 人࠼ాࣉ

࿈བྷઌ
ి  070Ȃ2312Ȃ645�

ϝʔϧ 22T20��!BOESFX�BD�KQ



22

Ā ɽ׆ಈͷ༷ࢠ

7 月のコミュχティ

カフΣの༷ࢠ

4)"RE 5"#*

（ٖ֎出）の্ө会
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フォーラムͷ༷ࢠ

େࡁܦࡕେֶ　ܦӦֶ෦
θϛ࡞ܟլݹ

ֶੜൃදʢલʣ

ؔେֶ　ࣇಐจԽ࣮ફαʔΫϧ
ʮ͏ʯ

େࡍࠃࡕେֶظେֶ෦　ӫཆֶՊ
ւᖒηϛφʔ

ΞΠεϒϨΠΫਢݪ෦ձ　։ձѫࡰ
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ҏ౻ҕһඌࢁ෭ਪਐҕһ

ҕһ͔Βͷߨධ

ਪਐҕһٱ

ઁೆେֶ　ֶ෦
͢αΠμʔϓϩδΣΫτ

ֶੜൃදʢޙʣ

౧ֶࢁӃେֶ　ࣾձֶ෦
ιʔγϟϧσβΠϯֶՊ

େؾిࡕ௨৴େֶ　ֶ෦
ᖒࣨڀݚ
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ू߹ࣸਅ

άϧʔϓϫʔΫશମൃද

άϧʔϓϫʔΫສതڠձʹΑΔใఏڙ
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Ռ݁ܭՃऀΞϯέーτूࢀ
ճ者数 14名ʗ参加者数 51名˞（ճ：27õ5ˋ）

˞大学コンソーシアム大阪関係者ٴͼ万博協会関係者、学生運営メンバー計16名はআ͘

ø ɽճऀʹ͍ͭͯ

大学教員 ø

大学職員 ø

学生（発表者） 8

学生（観覧者） ú

体関係者࣏ࣗ ÷

関係者（業等ا）業ք࢈ ÷

その他 ø

ʲその他ʳ公務員（த学ߍ）

ù ɽຊフォーラムΛ͖͔ͬͨͬ ʢ͚ෳճ͋Γʣ

大学コンソーシアム大阪)1（4/4ؚΉ） ú

大学コンソーシアム大阪からの案内 2

大学からの案内 5

発表者からの案内 ú

フΥーラムのチラシ ÷

その他 2
ʲその他ʳゼミの先生からの案内、αークルؒから

ú ɽຊフォーラムͷࢀՃཧ༝ʢෳճ͋Γʣ

テーマに関৺が͋っͨから 5

֤大学の地域連携׆ಈに関৺が͋っͨから 6

地域での学生の׆ಈに関৺が͋っͨから 7

地域連携׆ಈのϊϋ事ྫを学ͿͨΊ 2

その他 ú
ʲその他ʳଔ業生が発表するから、ゼミのत業内༰、なんͱな͘

་ॺੱࡿ

7.1% ་ॺධࡿ

7.1%

ॺภӡ브ೄӢ

57.1%

ॺภӡጥೄӢ

21.4%

֜の

7.1%

षးೄに֣い֥

་ॺרンײ՛ؕח་ఙHPӡSNSֿӢ

་ॺרンײ՛ؕח་ఙかのࡎၾ

་ॺかのࡎၾ

브ೄかのࡎၾ

؞のؕ؞՛מ؊

֜の

0 2 4 6
؊מ՛בؕ؞ཐ֢た֢か

՛ؓにがあ֢たか

२་ॺのདࡰᎌ携ঊ၌にがあ֢たか

ད֦ࡰのॺภのঊ၌にがあ֢たか

དࡰᎌ携ঊ၌のככやಈ፯בॺֵた׀

֜の

0 2 4 6 8
ౄइጫዡ
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û ɽຊフォーラムͷຬʹ͍ͭͯ

ຬ 9

֓Ͷຬ û

ຬできないが͋っͨ ÷

ෆຬ ø

û Ȃùɽ্هͱճͨ͠ཧ༝
ຬͱճ

ָ͘͠発表をฉ͘͜ͱが出དྷるڥがっていͨͨΊɻ

͞ま͟まな学生の地域連携׆ಈにͭいてΕͨɻ万博をҙࣝͨ͠ワークショップでは他大学の学生同
ができͨɻݧॏな経وを出͠て交流するݟでҙ࢜

ଟ͘の事ྫをる͜ͱができͨɻ

大学生の׆ڀݚಈ内༰をத৺に発表ͨ͠ので、֤大学のڀݚՌによる交流ができるͱࢥいますɻ

他大学の׆ಈをるきっかけになっͨͨΊɻ

関Θる͜ͱのແい他大学の人ୡͱ交流でき、ྑい経ݧになっͨからɻ（他 ø ݅）

֓Ͷຬͱճ

グループワークは֤大学の学生が一ॹにٞ͠てྑいऔりΈかͱ͓いまͨ͠ɻポスターηッショ
ンにͭいては、「ۓுײ」のからै前のプレゼンࣜܗがよいかͱࢥいまͨ͠ɻ

よかっͨですɻࣜܗ年のొஃ発表ࡢ

ෆຬͱճ

地域で׆༂する学生の׆ಈより、万博のグループワークがメインͩͱͨͨ͡ײΊɻ

ተ໑

64.3%

ॗ֬ተ໑

28.6%

ᆊተ

7.1%
ተ໑ဗ
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ü ɽൃද༰ʹ͍ͭͯ

参ߟになっͨ 13

֓Ͷ参ߟになっͨ ø

͋まり参ߟにならなかっͨ ÷

参ߟにならなかっͨ ÷

ü Ȃùɽ֤ൃදʹ͍ͭͯͷײҙݟ

օ͞んのऔりΈؤுり、等が͡ײらΕて、同ੈͱ͠て大学生のいؤுりを͡ײ͘ڧる
͜ͱが出དྷてྑかっͨですɻ

֤大学にॴଐする学生の、͞ま͟まな໘നいऔりΈにͭいてる͜ͱができてよかっͨɻ学生のྗ
って͜んなにす͝いのなんͩͱ࣮ͨ͠ײɻどΕ社会ݙߩのߴいऔりΈかりで、学生ͱ地域
のͭながりにվΊてײをडけ、ࣗ分ͨͪؤுΖ͏ͱい͏ҙࣝがժ生えͨɻ

༧Ҏ্に֤大学が地域ͱの関Θりが͋る͜ͱをͨ͡ײɻ

そΕͧΕの大学が地域連携ͱい͏ڞ通のテーマで集まりڞ༗できて、分はҧえど学Ϳ͜ͱがͱて
ଟ͘、ָ͠かっͨですɻ

どの発表よ͘できて͓り、地域連携をテーマにا業、公ػ関ͱの連携の༷ࢠをΕͨɻ

そΕͧΕ学Պのಛੑを׆か͠ていΖんな׆ಈが行ΘΕていて、ྑい学ͼになっͨɻ

֤大学に͓いて࣮ફతなऔΈがݟらΕײいͨ͠まͨ͠ɻ

༷ʑな׆ಈをΕてよかっͨɻ

֤発表ͱ、ͱて参ߟになりまͨ͠ɻ

一൪ҹਂいのは摂南大学のすͪΌんαイμーですɻ大学ͱ地域の連携でԽͨ͜͠ͱがૉ
ら͠いͱࢥいますɻ

ジャンルが༷ʑで৽で͋っͨɻ

地域で׆༂する学生の発表をฉいてࣗ分ͨͪの׆ಈに׆かͤそ͏な部分が͋っͨɻ

どの発表本֨తでڻいͨɻ

ポスターのܗ （ࣜ"÷ҹ最小フΥントのઃఆなど）を合Θͤて表彰などが͋るͱྑいよ͏にͨ͡ײɻ

ý ɽフォーラムશମʹ͍ͭͯҙݟɺײ

ྑい経ݧになっͨɻ

ø ճの時の༷ࢠからなのかど͏かは分かりまͤんが、 2 ճの発表の時にஔをมえていͨ͜ͱが
ҹతでͨ͠ɻ

֬かに、 ø ճの時は他の発表等でฉきऔりに͘いͱ͜Ζが͋っͨのは֬かͩっͨので、Իが通り
すいをす͙に࣮行͞Εていͨのがす͝い！！ͱࢥいまͨ͠ɻ

発表の後の講評は、͜Εからの׆ಈにけてྑいアυバイスͩͱࢥいますɻ

万博に関するใがಘらΕて、ຬ͠ていますɻ

ɻͨ͡ײ಄発表のํが全ての発表をฉ͘͜ͱができͨのではないかͱޱ

ೝがす͗るɻっͱଟ͘の学生団体教員に͜の৫フΥーラムのଘࡏをݺͼֻけて΄͠いɻ
ΦーディΤンスがଟいͱ発表によりՁが生まΕるͱ͏ࢥɻ͜のフΥーラムࣗ体が広まΕいいͱ
ɻ͏ࢥ

ౄணに֢֩た

92.9%

ॗ֬ౄணに֢֩た
7.1%

브ၾዴに֣い֥
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þɽຊフォーラムͷاըɾӡӦΛͨͬߦ学生ӡӦϝϯόーͷϝοηーδ

ͱてスムーζな運営でָ͘͠参加ͤ͞てきまͨ͠ɻかなり準備をஸೡに͞Εていͨ͜ͱがΘり、
ૉら͠いフΥーラムͩっͨͱࢥいますɻ

アイスブレイクからָ͘͠参加できͨɻ学生らָ͘͠͠い進行で͋っͨɻ 2 ճの発表の際に発表の
ஔがมえらΕていて、֤ブースのがฉきऔりす͘なっͨよ͏に͏ࢥɻ͜のフΥーラムを通͠て
ができͨɻ͋りがͱ͏͟͝いまͨ͠ɻݧॏな経و

学生メンバーのΈな͞まの͓かげでͱてྑい発表ができまͨ͠ɻࢲは 2 年前に学生フΥーラムの運
営メンバーでࠓ年は発表でͨ͠が、フΥーラムにけてのΈな͞まのྗがࠓ後の׆ಈに大いにに
ཱͭͱࢥいますɻ͜Εからؤுってͩ͘͞いɻそ͠て、ࢥいཱっͨが٢日ɻ͜Εから͞ま͟まな׆
ಈを行い、まͨ地域連携学生フΥーラムのにͥͻؼってきてͩ͘͞いɻ

学生運営メンバー全員に͠ँײていますɻདྷ場者のෆ҆Έにす͙にରԠ͠て、ղܾ͞Εていま͠
ͨɻ

長ͨ࢟͠がݟΕてよかっͨですɻ͜Εからؤுってͩ͘͞いɻ

万博のグループ׆ಈです͘͝खॿけ͠てらいまͨ͠ɻ͋りがͱ͏͟͝いまͨ͠ɻ

テキύキͱಈいて͓らΕ、֤ポスターηッションのコーナーで࣭等のαポートいͨͩき、͓ྱਃ͠
্げますɻ

ͱてૉら͠かっͨですɻ

͓ർΕ༷でͨ͠ɻ（他 ø ݅）
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学生ӡӦϝϯόー　׆ಈ࣮

ø ɽ׆ಈεέδϡーϧ

ճ ಈ׆ 内容౼ݕ

ୈ ø ճ 5 月24日 キックΦフミーティング
（ըのブレーンストーミングا・紹介、ׂ分担、テーマݾࣗ）

ୈ 2 ճ 5 月2�日 ミーティング（テーマのܾఆ、大まかなフΥーラムのํੑのݕ౼）

ୈ ú ճ 6 月 6 日 ミーティング（チラシデβインのݕ౼）

ୈ û ճ 6 月10日 ミーティング（フΥーラム内༰の۩体Խ、学生交流اըのݕ౼）

ୈ 5 ճ 6 月12日 ミーティング（フΥーラムの広ใํのݕ౼）

ୈ 6 ճ 6 月20日 ミーティング（フΥーラムの広ใํのݕ౼）

ୈ 7 ճ 7 月 ø 日 ミーティング（学生交流اըの۩体Խ）

ୈ 8 ճ 7 月10日 ミーティング
（5シャπデβインのݕ౼、観覧者ื集に関する広ใํのݕ౼）

ୈ 9 ճ 7 月17日 ミーティング（観覧者ื集に関する広ใํのݕ౼）

ୈ10ճ 8 月2�日 ミーティング（観覧者ื集チラシの࡞）

ୈ11ճ 9 月 9 日 会場Լݟ、ミーティング（当日プログラムの۩体Խ）

ୈ12ճ 9 月20日 ミーティング（当日プログラムの۩体Խ）

ୈ13ճ 9 月30日 ミーティング（当日のׂ分担のݕ౼）

ୈ14ճ 10月 9 日 ミーティング（当日プログラム֬ఆ、準備の֬ೝ）

ୈ15ճ 10月16日 ミーティング（学生交流اըの最ऴௐ）

˞ 7 月Լ०～ 8 月Լ०はՆق休Ջؒظɻ

ù ɽ学生ӡӦϝϯόーʢ ý େ学 Ā ໊ʣ　※大学名五十音順

/0� ໊ࢯ େֶ໊ ֶ෦ɾֶҬ ֶՊɾֶྨ ֶ

ø 小ݡ　ݪ৻ 大阪大学 学部 Ԡ༻ཧ学Պ ú 年生

2 ञҪ　ݴӋ 大阪公ཱ大学 システムՊ学域ݱ 教ҭࢱ学ྨ ú 年生

ú प　一܅ 大阪公ཱ大学 จ学部 学ྺ࢙学Պ ú 年生

û ୩　՚ 大阪公ཱ大学 システムՊ学域ݱ 社会システム学ྨڥ ú 年生

5 ޫ本　լणഅ ख学院大学 経営学部 経営学Պ û 年生

6 　จඒࢤ 関西大学 法学部 法学࣏学Պ 2 年生

7 5・R 大学ـۙ 国際学部 国際学Պ ú 年生

8 ಪ本　৺՚ 桃山学院大学 社会学部 社会学Պ 2 年生

9 ౻Ҫ　ւस 桃山学院大学 経営学部 経営学Պ 2 年生
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ú ɽ׆ಈͷ༷ࢠ

フΥーラムΦϦジナルロΰ

テーマのݕ౼に͋ͨり、メンバーのҙݟͱ͠て、地域
ѪҭΈ、ܨがりをਂΊるなどのキーワーυがڍげら
Ε、ࠓճは「集え⽏大阪LoWFS～出会い、地域で支え
合い～」にܾఆ͠まͨ͠ɻ
͜のテーマにͮجいて、大阪ではඇৗにೃછΈの͋る
ϏϦケン͞んをΦマージュ͠、ΦϦジナルロΰを࡞
͠まͨ͠ɻ

ミーティング

5 月Լ०のキックΦフミーティングをൽりに、フΥ
ーラムの開࠵にけて、広ใプログラム内༰等にͭ
いてݕ౼をॏͶまͨ͠ɻ
参加者ؒのよりີな交流ػ会を͠ࢦ、発表をポスタ
ー発表ࣜܗに、まͨ、ཌ年に開͞࠵Εる大阪・関西万
博に若者がੵۃతに参加するアイデアをߟえるワーク
ショップのઃఆなど、࣮り͋るフΥーラムの開࠵に
けて、༷ʑなをݕ౼͠まͨ͠ɻ

フΥーラム当日（10月20日）
いよいよ学生フΥーラムの本൪をܴえまͨ͠ɻ
よいۓுײのதで、そΕͧΕのׂを֬࠶ೝ͠ながら、
、いにフΥロー͠合いながらରԠ͠ޓԠมに、まͨػྟ
りな͘フΥーラムが進行͠まͨ͠ɻ
まͨ、交流اըでは、公益社団法人2025年日本国
際博覧会協会のํを͓ܴえ͠、万博の開֓࠵ཁなどを
తۃ༗いͨͩきながら、同͡ੈの若者が万博にੵڞ
に参加するํࡦをグループで͠合い、一ຕのࢴ
にඳきまͨ͠ɻ
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学生ӡӦϝϯόーͷ׆༂

ϙελʔൃදͷ༷ࢠ

ձ　࢘

લଧͪ߹Θͤͷ༷ࢠड　
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ϝϯόʔू߹ࣸਅ

ϝϯόʔ͔Βͷѫࡰ

શମൃද

άϧʔϓϫʔΫ

ձ　࢘
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学生ӡӦϝϯόー　ޙࣄΞϯέーτू݁ܭՌ
ճ者数  7 名ʗ参加学生数  9 名（ճ：77õ�ˋ）

ø ɽ׆ಈؒظʹ͍ͭͯ

長かっͨ ÷

長かっͨ ÷

దͩっͨ 6

かっͨ ø

かっͨ ÷

ù ɽ׆ಈසʹ͍ͭͯ

ଟかっͨ ÷

ଟかっͨ 2

దͩっͨ 5

গなかっͨ ÷

গなかっͨ ÷

ú ɽࠓճͷ׆ಈΛ௨ͨࣗ͡ͷຬʹ͍ͭͯ

ຬ ú

֓Ͷຬ û

ຬできないが͋っͨ ÷

ෆຬ ÷

ú Ȃùɽ্هͱճͨ͠ཧ༝
ຬͱճ

参加者すָ͘͝͠んで͘Εていͨ͠、ࣗ分ࣗすָ͘͝͠Ίͨからɻ

֓Ͷ全ての׆ಈに参加する͜ͱができ、イϕントऴྃ後のୡײ大きかっͨɻ

͜のよ͏なイϕントの運営に携ΘっͨのはॳΊてͩっͨのでෆ҆な気ͪ࣋͋っͨが、準備のஈ階で
メンバーͱ͠っかり協同͠て׆ಈできͨͨΊɻ

֓Ͷຬͱճ

ࣗ分チームのํ一ॹにओ体తにಈ͘͜ͱが出དྷͨからɻ

学生ࣗがओ体ͱなってイϕント࡞りにऔりΊͨͨΊɻ

準備の༧ఆが合͏日がগなかっͨが、当日協ྗ͠てྟػԠมな行ಈができͨͨΊɻ

͏গ͠׆ಈにੵۃతな࢟でऔりΊ、ߋにྑいのにできͨのではないかͱ͏ࢥɻ

โ֢֟た

85.7%

やや༽か֢た

14.3%

ঊ၌ৼ

ややか֢た

28.6%

โ֢֟た

71.4%

ঊ၌ᆇဗ

ተ໑

42.9%ॗ֬ተ໑

57.1%

ಛිのተ໑ဗ
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û ɽࠓճͷ׆ಈΛ௨ͯ͡ɺࣗΛͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖͔ͨ

できͨ 7

できなかっͨ ÷

どͪらͱいえない ÷

û Ȃùɽ্هͱճͨ͠ཧ༝

大人数の前でアイスブレイクのファシϦテーターをͨ͠のはॳΊてͩっͨので、৽͠い経ݧができͨ
からɻ

ࣗ分でߟえてಈ͘ྗがͭいͨͱ͏ࢥからɻ࢘会を͠ながら参加者のํにをৼってΈͨりͱアυϦブ
ができͨからɻ

ࣗがۤखͱͨ͠ओ体ੑをҭΉ͜ͱが出དྷͨͱͨͨ͡ײΊɻ

ରԠྗͱい͏観に͓いてɻ

༷ʑな経ݧを͠ているメンバーにғまΕて、ܹをडけながら׆ಈ出དྷͨɻࣗ分ではࢥいͭかないよ
͏なアイデアߟえํがଟ͘、ࣗ分学ͼながら׆ಈ出དྷͨɻ

他大学の学生ͱ協ྗするͱい͏׆ಈがීஈதʑないͨΊ、وॏなػ会でࣗらを長する͜ͱができͨ
ͱߟえるɻ

までऔりんͩ͜ͱがない、イϕントの運営に携Θる͜ͱによって学Ϳ͜ͱがଟかっͨɻࠓ

ü ɽޙࠓ͜ͷΑ͏ͳΠϕϯτͷاըɾӡӦʹ携ΘΓ͍͔ͨ

携Θりͨい û

日ఔ合が͋え携Θりͨい ú

携Θりͨ͘ない ÷

ý ɽ͜ͷ׆ಈʹࢀՃͨ͠ײɺ্هͰճͨ͠Ҏ֎ͷҙݟ

なかなか人数がそΖΘͣ、連བྷऔΕないメンバーいるதで、事務局の͓かげで最後までりきる
͜ͱができまͨ͠ɻ

本当に͋りがͱ͏͟͝いまͨ͠ɻ

ॳΊてのઓでෆ҆な͜ͱଟかっͨのですが、運営͞んのαポートメンバーの͓かげでͨの͘͠
ա͝す͜ͱができまͨ͠ɻそのதでָ͠い͜ͱͱ真໘に͠ないͱいけない͜ͱのりସえが্ख
͘できていͨので、ಛにࠔる͜ͱな͘本൪をܴえる͜ͱができまͨ͠ɻまͨػ会が͋Εͥͻ参加͠
ͨいͱࢥいますɻ͋りがͱ͏͟͝いまͨ͠ɻ

5 ϲ月ؒͱてָ͠かっͨですɻメンバーはօྑい人ୡで、最ॳ͜そ৭んな׆ಈを͠ているメンバー
に気後Εͨ͠部分͋りまͨ͠が、イϕント後にはଧ্ͪげをͨ͠後、プϦクラまで撮るよ͏な関係
になΕまͨ͠（まͨࠓ༡ͼに行͘༧ఆですɻস）ɻ

事務局をؚΊ、ଟ͘の大人の人に関Θってき、最ߴのࢥい出を࡞る͜ͱが出དྷまͨ͠！͋りがͱ͏
͟͝いまͨ͠！

事務局職員のํʑのαポートにより、学生ͩけではできないよ͏なૉら͠いイϕントにする͜ͱが
出དྷまͨ͠ɻ͋りがͱ͏͟͝いまͨ͠ɻ

֦た

100.0%

ಛිבถྙ֧֚֔֒が֦たか

携わりたい

57.1%

日程や都合があえば
携わりたい
42.9%

イベントの企画・運営に携わりたいか
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ൃද学生ืूνラγ
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ཡऀืूνラγ؍
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〒530-0001 大阪市北区梅田 1-2-2-400
大阪駅前第 2 ビル 4 階  キャンパスポート大阪

TEL：06-6344-9560　
MAIL：chiiki-renkei★conso-osaka.jp （事務局 地域連携担当）

 ★を＠に変えてください。
URL：https://www.consortium-osaka.gr.jp/


